
 

株式会社エフエム茶笛  

平成 27年度第 3回番組審議会議事録 

 

 

 

１．開催年月日：平成 27年 9月 4日（金）10時 00分～11時 00分 

 

 

２．開催場所  ：株式会社エフエム茶笛 ２階 会議室 

 

 

３．委員の出席 

委員総数  ：6名 

出席委員数：6名 

出席委員  ：大山博（番組審議委員長） 水村雅啓 佐藤智  

 黒川進 飯島静江 若月真理子 

 

放送事業者側出席者：代表取締役社長 荻野 喜美雄 

専務取締役   東 たか子 

放送局次長    宮岡 洋明 

技術制作係長  秋山 知広 

 

 

４．議    題  ：番組の放送内容について 

 

 

５．議事概要 ： 

 

前回の審議会での審議機関の答申又は改善意見に対してとった措置に関する

報告に続き、議題に沿って各委員お一人お一人の放送聴取の感想・意見・疑問

点などを挙げていただき、他の委員と意見を交わす形式にて議事を進行、必要

に応じて放送事業者側出席者が説明・ 回答しながら会を進めた。 

 

 

  



 

６．審議内容 
 

委員長： 

これより各委員からご意見をいただきます。 

 

委員： 

 昨年秋から始まった毎週土曜日の午後 3 時から放送されている生放送番組「イオン入間店サ

タデーサテライト」の中の「いるまっ子ラジオ放送局」が順調に定着してきました。緊張して

いるのか大人しい子もいますが、番組パーソナリティが小中学生の素直な表情を上手に引き出

していて好感が持てます。4 月からは、小学校 6 年生で出演した児童が中学校 1 年生に進学し

て、不安や希望がどうなったのか等、これから様々な可能性が期待できる番組だと思います。 

 その中で、「子どものころからＦＭ放送に触れ、コミュニティＦＭ放送の良さを感じ取っても

らって、裾野を広げてリスナーを増やしていきたい」という目的もあると思いますが、この番

組に限らず、若い層へのアプローチの現状はいかがでしょうか。 

 

事業者： 

 ＦＭ放送とＳＮＳの連携により、ラジオに馴染みの少ない若い年代層の方々へのアプローチ

や反響にも手応えを感じています。 

 

委員： 

 幅広い年代層に親しまれ、リスナーがより増えていくことをお願います。 

 

委員： 

 フェイスブックでは「いいね」の数も増えてきて、特に若い世代が着実にＦＭチャッピーの

ファンになってきている気がしますので、今後もＳＮＳでの情報発信を継続していただきたい

と思います。私自身も番組に出演する機会があるのですが、商店街のおじさんから「聴いてい

るよ」というお話を聴いたり、お招きしたゲストの方が自身の出演の模様を聴くことでＦＭチ

ャッピーに触れ、その予告や感想等を更に個人のＳＮＳで発信することで輪が広がっていきま

す。それが、更なる番組作りのモチベーションに繋がっていくと思います。 

 

委員： 

特に「くらっしぃ」では、地域の情報や暮らしの情報が良く聴かれ、ゲストで知っている人

が出演しているのが嬉しく感じます。パーソナリティの方々も露出して我々が知っていると、

またそれも良いのかもしれません。 

交通情報は、昔は分かりづらかったところは、今はかなり分かりやすくなっています。が、

番号で道路の名前を言われても分かりづらいことがあります。 

 

事業者： 

 渋滞している道路に面した建物や施設名を挙げて対応致します。 

 

 



委員： 

 全体的には良いのですが、出来ればシルバー世代向けの選曲にも配慮していただきたいです。 

 番組では「安奈カフェ」を聴いていて思うのですが、パーソナリティの方の歌は上手いんで

すが、なぜそこまで自分を褒めるのでしょうか。自分で考えてしゃべっているのでしょうか。 

 

事業者： 

 パーソナリティ本人のスタイルですが、それが良いというリスナーもいらっしゃいます。 

 

委員： 

 パーソナリティの言い回しの中に、気になる点を挙げます。 

「良かったら、引き続きＦＭチャッピーにお付き合いください」というフレーズを番組で耳

にしますが、「良かったら」という文言がどうも気に入りません。良くなかったら聴かなくてい

いのか？というお話になりますので「ぜひ、お聴きください」と改めていただきたいと思いま

す。また、ある女性パーソナリティの「うん、うん、うーーーーん」という相槌の打ち方は、

いかがなものでしょう。軽い相槌なら良いのですが。 

 また、男女の掛け合いでイオン入間店サテライトスタジオ観覧告知が流れていますが、女性

の方は良いのですが、男性の「スタジオを観に行こう！」という台詞は何でしょうか。 

 

事業者： 

 いずれも、指導ならびに差し替えをさせていただきます。 

 

委員： 

 番組編成の良く練られ、パーソナリティの方々も良く勉強されていらっしゃると思います。

だからこそ、言葉やアクセントがズレてしまうと、台無しになってしまいますので、よくご指

導をいただきたいと思います。 

 

委員： 

 数人で話している番組は、どうも井戸端会議になってしまう感があります。半蔵門から放送

している番組は、掛け合いがとてもテンポが良いと思います。自社で放送している番組はどう

なのかという点もありますので留意ください。 

 

委員長： 

これにて議事を終了致します。 

（以上で議事終了）  



 

７．審議機関の答申又は改善意見に対してとった措置及びその年月日 

   
審議機関の答申又は改善意見の内容 事業者による対応措置 対応措置の実行年月日 

交通情報において道路番号でのアナ

ウンスでは分かりづらい。 

渋滞している道路に面した建物や施

設名を挙げるようパーソナリティへ

指導。 

平成 27年 9月 7日 

一部パーソナリティによる不自然な

言い回しや相槌、台詞回しの修正。 

当該パーソナリティへの個別指導、

収録済み素材の再制作。 

平成 27年 9月 7日 

 

 

８．審議機関の答申又は意見の概要を公表した場合におけるその公表の内容、  

方法及び年月日 
 

本議事録を、下記の日時、方法にて公表・閲覧可能と致します。 

・9月 11日より、弊社ホームページ（URL http://www.fmchappy.jp） にて掲載。 

 

 

９．その他の参考事項 

  
 特にありません。 

以上 

 

 

 
社 名 株式会社エフエム茶笛 


